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「
平
成
２２
年
度
予
算
の
新
規
事
業
と

経
済
対
策
を
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、

「
新
規
事
業
は
小
学
校
英
語
指
導
補
助

者
派
遣
業
務
、
小
中
学
校
学
校
図
書
館

支
援
員
配
置
業
務
、
農
業
支
援
セ
ン
タ

ー
の
農
業
体
験
交
流
業
務
、
徳
川
家
康

公
ご
当
地
検
定
業
務
が
主
な
も
の
で
、

経
済
対
策
は
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
４２

事
業
、
２
億
８
５
０
０
万
円
を
計
上
し
、

中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
支
援
と
し
て

中
小
企
業
事
業
資
金
預
託
金
１５
億
円
に

８
億
円
を
増
加
し
た
」
と
答
え
た
。
 

　
「
平
成
２０
年
８
月
末
豪
雨
を
受
け
た

浸
水
対
策
事
業
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
伊
賀
川
、
鹿
乗
川
流
域
で
は
流
域
貯

留
浸
透
施
設
を
愛
宕
小
学
校
と
矢
作
北

中
学
校
に
設
置
し
、
井
田
小
学
校
と
矢

作
中
学
校
で
実
施
設
計
を
行
う
。
広
田

川
流
域
で
は
中
島
町
地
内
で
雨
水
排
水

の
樋
管
接
続
工
事
と
上
地
新
川
改
修
の

実
施
設
計
を
行
う
。
砂
川
流
域
最
上
流

部
で
は
岡
崎
幸
田
線
ま
で
の
改
修
に
向

け
事
業
調
整
を
す
る
。
占
部
川
で
は
緊

急
改
修
が
認
め
ら
れ
上
流
区
間
の
測
量

設
計
や
河
道
拡
幅
用
地
の
取
得
な
ど
更

な
る
改
修
に
努
め
て
い
く
」
と
答
え
た
。
 

　
「
一
般
会
計
予
算
が
実
質
３
・
５
％

増
と
な
っ
た
理
由
は
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
国
の
子
ど
も
手
当
関
連
予
算
を
除
い

て
も
３
年
ぶ
り
に
実
質
３
・
５
％
の
増

額
予
算
と
な
っ
た
理
由
は
、
民
生
費
で

生
活
保
護
費
支
給
業
務
約
７
億
円
、
衛

生
費
で
新
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設

建
設
業
務
１５
億
５
０
０
０
万
円
余
、
労

働
費
で
緊
急
雇
用
創
出
事
業
２
億
３
０

０
０
万
円
余
、
商
工
費
で
中
小
企
業
事

業
資
金
預
託
金
８
億
円
、
教
育
費
で
中

学
校
新
設
４２
億
７
０
０
０
万
円
な
ど
が

増
加
し
た
。
特
に
中
学
校
新
設
業
務
の

増
額
が
最
大
の
理
由
で
あ
る
」と
答
え
た
。 

　
「
事
業
仕
分
け
な
ど
に
よ
る
歳
出
削

減
に
つ
い
て
伺
う
」
と
質
疑
が
あ
り
、

「
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
は
、
９
４
４

業
務
活
動
の
う
ち
２７
業
務
を
縮
小
、
８

業
務
を
統
合
、
４
業
務
を
廃
止
、
１
業

務
を
休
止
と
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
予

算
編
成
で
は
１０
業
務
１
億
５
１
０
０
万

円
余
を
削
減
し
た
。
主
な
も
の
は
寿
バ

ス
優
待
券
等
給
付
業
務
や
私
立
高
校
等

授
業
料
補
助
業
務
の
廃
止
な
ど
で
あ
る
」

と
答
え
た
。
 

　
「
子
ど
も
手
当
の
内
容
と
市
の
負
担

は
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
２２
年
度
の

子
ど
も
手
当
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
所
得
制
限
な
し

で
、
子
ど
も
一
人
に
つ
い
て
月
額
１
万

３
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た
、

市
の
支
給
対
象
者
は
、
０
歳
か
ら
１４
歳

ま
で
の
人
口
に
４
月
か
ら
１２
月
ま
で
の

予
想
出
生
人
数
を
加
え
６
万
人
と
見
込

ん
で
い
る
。
２２
年
度
の
子
ど
も
手
当
の

予
算
は
７８
億
円
で
、
そ
の
う
ち
市
の
負

担
は
７
億
１
５
０
０
万
円
と
推
察
さ
れ

る
」
と
答
え
た
。
 

◇
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
 

○平成22年度予算の質疑 

議 
案 
審 
議 

一般会計 

特別会計 

企業会計 

計 

会計別当初予算 市
民
一
人
当
た
り
で
み
た 

一
般
会
計
歳
出
予
算
額 

４
月
１
日
現
在
の
人
口
　 

３
７
６
１
２
０
人
　 

119,240 

64,666 

30,391 

214,29718,115

（単位　百万円） 

（単位　円） 

※6ページに主な事業を掲載してあります。 

108.1% 

78.9% 

97.5% 

95.9%

予算額 

公債費 

51,443

衛生費 

42,198

教育費 

98,474

民生費 

46,700

土木費 

31,927

総務費 

対前年度比 

グラフでみる平成22年度当初予算 
・市債 
　１２４億５，９００万円 
　（１０．４％） 

・その他 
　３４億７，７９０万円 
　（２．９％） 

・その他 
　１０５億９，５３０万円 
　（８．９％） 

歳　入 
［一般会計］ 

1,192億4,000万円 

歳　出 
［一般会計］ 

1,192億4,000万円 

・県支出金 
　６３億８８３万円 
　（５．３％） 

・市税 
　６００億４，７８７万円 
　（５０．４％） 

・国庫支出金 
　１５３億３，２１１万円 
　（１２．９％） 

・地方消費税交付金 
　３３億円３，８００万円 
　（２．８％） 

・その他 
　４２億５，９１４万円 
　（３．６％） 

・諸収入 
　６２億５，０９５万円 
　（５．２％） 

・繰入金 
　７７億６，６２１万円 
　（６．５％） 

依存財源 
３４．３％ 

自主財源 
６５．７％ 

・総務費 
　１２０億 
　８４２万円 
　（１０．１％） 

●議会費 
　 ６億４，１７５万円 
●労働費 
　 ４億４，１１４万円 
●農林業費 
　１６億１，６６７万円 
●商工費 
　３６億３，９５８万円 
●消防費 
　３９億１，８１３万円 
●その他 
　 ３億３，８０２万円 

・民生費 
　３７０億 
　３，８０９万円 
　（３１．１％） 

・教育費 
　１５８億 
　７，１４１万円 
　（１３．３％） 

・土木費 
　１７５億 
　６，４６３万円 
　（１４．７％） ・衛生費 

　１９３億 
　４，８８３万円 
　（１６．２％） 

・公債費 
　６８億 
　１，３３２万円 
　（５．７％） 

（ 

） 



こころホットライン啓発チラシ 

徳川家康公銅像 
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◇
委
員
会
に
お
け
る
質
疑
 

◇
一
般
会
計
 

○平成22年度予算の質疑 

    ◆
総
務
費
 

　
「
二
十
七
曲
り
は
、
普
通
の
町
並
み

が
続
く
だ
け
で
あ
り
、
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
在
り
方
や
魅
力
を
創
出
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
声
を
聞
く
。
今
後
の
活

用
計
画
の
推
進
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の

質
疑
が
あ
り
「
平
成
２０
年
度
か
ら
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
案
内
標
識
や
マ
ッ

プ
等
の
作
成
を
し
て
お
り
、
歩
道
ル
ー

ト
案
内
機
能
を
持
た
せ
て
整
備
す
る
指

針
等
の
調
査
も
行
い
、
市
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
町
並
み

の
中
の
二
十
七
曲
り
の
魅
力
創
出
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
事
業
者
や
市
民
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た

め
、
２２
年
度
で
は
二
十
七
曲
り
の
活
用

を
市
民
と
一
緒
に
考
え
る
よ
う
な
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
、
景
観
整
備
と
い

っ
た
視
点
か
ら
も
、
ど
の
よ
う
な
進
め

方
が
良
い
か
に
つ
い
て
研
究
し
な
が
ら

推
進
し
た
い
」
と
答
え
た
。
 

◆
衛
生
費
　
 

　
「
自
殺
予
防
対
策
業
務
の
関
係
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
る

人
に
対
し
て
こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

行
っ
て
い
る
が
、
最
近
の
状
況
に
つ
い

て
、
ま
た
、
家
族
か
ら
の
相
談
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
」

と
の
質
疑
が
あ
り
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
検
討
部
会
を

開
催
し
て
関
係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、

相
談
事
例
を
通
し
て
対
応
の
検
討
を
進

め
て
お
り
、
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、

福
祉
相
談
職
員
、
あ
る
い
は
労
働
関
係

職
員
、
法
律
関
係
者
な
ど
に
対
し
て
心

の
変
化
に
気
付
く
視
点
を
持
っ
て
、
心

の
悩
み
を
持
つ
人
へ
の
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
人
材
育
成
を
し
て
い
る
。

家
族
か
ら
の
相
談
に
対
し
て
は
、
保
健

所
で
行
っ
て
い
る
精
神
保
健
福
祉
相
談

を
紹
介
し
て
、
面
接
相
談
や
必
要
に
応

じ
て
家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
」
と

答
え
た
。
 

　
「
家
庭
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
購

入
費
補
助
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
」

と
の
質
疑
が
あ
り
「
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
へ
の
補
助
金
は
、
１
　
ワ

ッ
ト
当
た
り
２
万
円
、
上
限
８
万
円
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
２１
年
度
は
１０

月
に
予
算
枠
に
達
し
申
請
の
受
け
付
け

を
締
め
切
っ
た
こ
と
か
ら
、
２２
年
度
は
 

７０
基
増
設
し
２
８
０
基
分
を
計
上
し
た
。

こ
の
他
、
家
庭
用
燃
料
電
池
は
１０
基
分

を
、
電
気
自
動
車
は
１０
台
分
を
予
算
計

上
し
た
」
と
答
え
た
。
 

 ◆
農
林
業
費
 

　
「
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
の
名
称
が

変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
行
っ
て

き
た
事
業
で
見
直
し
た
も
の
や
、
新
た

に
追
加
し
て
行
っ
て
い
く
事
業
な
ど
に

つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
継

続
す
る
事
業
と
し
て
は
、
主
に
は
サ
サ

ユ
リ
の
優
良
系
統
の
増
殖
、
ラ
ン
、
観

葉
植
物
、
野
菜
な
ど
の
実
生
・
茎
頂
培

養
な
ど
に
よ
る
増
殖
、
プ
ラ
グ
苗
の
育

成
栽
培
と
土
壌
分
析
に
よ
る
施
肥
指
導

な
ど
で
あ
る
。
新
た
に
拡
充
・
拡
大
す

る
事
業
は
、
就
農
支
援
事
業
と
し
て
の

農
業
塾
な
ど
の
講
義
・
実
習
の
開
催
、

市
民
農
園
利
用
者
な
ど
へ
の
栽
培
講
習

会
や
相
談
会
、
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
や
米

づ
く
り
な
ど
の
農
業
体
験
教
室
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
ん
に
ゃ
く
や
味
噌
な
ど
農
産

加
工
教
室
の
開
催
を
予
定
し
、
広
く
市

民
の
参
加
を
募
っ
て
い
き
た
い
。
市
場

性
が
乏
し
い
交
配
ユ
リ
の
育
成
と
増
殖

や
キ
ノ
コ
の
新
品
種
導
入
試
験
は
中
止

し
、
種
菌
の
製
造
は
縮
小
す
る
。
農
家

要
望
に
よ
り
進
め
て
き
た
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
の
苗
木
生
産
は
、
お
お
む
ね
需
要
の

ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
た
め
終
了
す
る
。
微

生
物
関
係
で
は
、
試
験
と
研
究
部
門
を

中
心
に
縮
小
、
中
止
す
る
予
定
で
あ
る
」

と
答
え
た
。
 

◆
商
工
費
 

　
「
ご
当
地
検
定
が
、
９
月
後
半
に
開

催
さ
れ
る
と
聞
く
が
、
そ
れ
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
周
知
方
法
を
伺
う
」
と

の
質
疑
が
あ
り
「
ご
当
地
検
定
の
実
施

は
、
市
政
だ
よ
り
、
商
工
会
議
所
の
会

報
、
報
道
発
表
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
開
催
概
要
と
合
わ
せ
、
問
題
を
広
く

公
募
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

受
験
者
の
応
募
は
、
７
月
か
ら
８
月
上

旬
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
に
つ
い

て
も
、
市
政
だ
よ
り
、
商
工
会
議
所
の

会
報
な
ど
で
広
く
宣
伝
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
答
え
た
。
 

◆
消
防
費
 

　
「
２２
年
度
も
防
災
ラ
ジ
オ
を
配
付
す

る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
」

と
の
質
疑
が
あ
り
「
希
望
す
る
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
１
台
３
０
０
０
円
で
２
０

０
０
台
を
有
償
配
付
す
る
と
と
も
に
、

福
祉
避
難
所
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
へ

２
０
０
台
を
配
付
す
る
。
市
民
へ
の
有

償
配
付
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
の
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
時
期
や
、
製
造
業
者

の
生
産
工
程
に
も
よ
る
が
、
予
定
と
し

て
は
２１
年
度
同
様
、
８
月
頃
を
め
ど
に
、

市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り

希
望
を
募
り
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と

答
え
た
。
 

キ
 

　
ロ
 



鋳鉄管敷設工事 
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○平成22年度予算の質疑 

◇
特
別
会
計
 

◇
企
業
会
計
 

　
「
消
防
団
員
被
服
支
給
業
務
に
１
７

３
１
万
４
０
０
０
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

２
年
計
画
と
の
こ
と
だ
が
、
不
ぞ
ろ
い

と
な
ら
な
い
か
」
と
の
質
疑
が
あ
り
「
消

防
団
員
１
５
１
７
人
が
災
害
出
動
、
各

種
訓
練
、
警
備
、
式
典
等
で
着
用
す
る

被
服
等
の
支
給
で
あ
る
。
例
年
は
新
入

団
員
へ
の
支
給
や
老
朽
に
よ
る
更
新
が

主
な
も
の
だ
が
、
２２
年
度
は
国
が
定
め

た
新
基
準
の
活
動
服
を
導
入
す
る
も
の

で
あ
る
。
団
員
の
士
気
高
揚
、
秩
序
あ

る
組
織
活
動
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
服

装
基
準
が
見
直
さ
れ
た
も
の
で
、
２２
年

度
、
２３
年
度
の
２
年
計
画
で
の
導
入
を

予
定
し
て
い
る
。
式
典
、
訓
練
で
旧
式

の
も
の
と
新
し
い
活
動
服
で
の
参
加
と

な
り
多
少
不
ぞ
ろ
い
な
部
分
も
あ
る
が
、

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
で
あ
り
２
年
計

画
と
な
っ
た
」
と
答
え
た
。
 

◆
教
育
費
 

　
「
（
仮
称
）
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
ち
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。
ま
た
市

民
へ
の
活
用
に
つ
い
て
も
考
え
を
伺
う
」

と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
同
セ
ン
タ
ー
を

教
員
研
修
、
教
育
研
究
の
拠
点
と
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
教
育
図
書
や
情
報

コ
ー
ナ
ー
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
中
核
市
と
し
て
は
全
国
初
と
な
る

教
員
免
許
更
新
講
習
を
文
部
科
学
省
の

認
可
を
得
て
実
施
す
る
ほ
か
、
教
員
Ｏ

Ｂ
が
主
宰
し
、
若
い
教
師
の
養
成
を
目

指
す
、
岡
崎
教
師
塾
・
允
文
館
の
活
動

や
市
民
の
生
涯
学
習
の
た
め
の
利
用
提

供
も
行
っ
て
い
く
」
と
答
え
た
。
 

◆
債
務
負
担
行
為
 

　
「
（
仮
称
）
針
崎
公
衆
衛
生
セ
ン
タ

ー
の
供
用
開
始
後
の
医
師
会
館
や
現
在

の
公
衆
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方
法
、

及
び
（
仮
称
）
針
崎
公
衆
衛
生
セ
ン
タ

ー
の
活
用
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
」
と

の
質
疑
が
あ
り
「
医
師
会
館
に
つ
い
て

は
取
り
壊
し
を
し
、
現
公
衆
衛
生
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
夜
間
急
病
診
療
所

は
そ
の
ま
ま
継
続
し
事
務
局
を
移
転
す

る
。
ま
た
、
健
診
部
分
に
つ
い
て
は
ミ

ニ
ド
ッ
ク
、
依
頼
健
診
を
実
施
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
（
仮
称
）
針
崎
公
衆
衛

生
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
骨
造
り
３
階
建
て

で
健
診
部
分
を
拡
充
し
、
人
間
ド
ッ
ク

で
年
間
５
万
６
０
０
０
名
、
が
ん
検
診

等
の
各
種
検
診
で
年
間
４
万
２
０
０
０

名
の
方
が
受
診
可
能
な
計
画
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

  ◆
下
水
道
 

　
「
災
害
対
策
業
務
の
施
設
整
備
は
、

ど
こ
の
施
設
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で

行
わ
れ
る
か
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り

「
震
災
時
の
避
難
場
所
と
な
る
公
園
や

小
中
学
校
な
ど
に
下
水
道
災
害
対
応
ト

イ
レ
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
２２
年

度
は
男
川
小
学
校
始
め
１１
の
小
学
校
に

計
１
０
８
基
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
も
下
水
道
整
備
に
合
わ
せ
、
順
次

設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
答
え

た
。
 

  ◆
病
院
事
業
 

　
「
２２
年
度
の
消
費
税
抜
き
の
純
損
失

は
５
億
９
８
０
２
万
３
０
０
０
円
で
、

前
年
当
初
の
９
億
７
９
６
０
万
６
０
０

０
円
と
比
べ
３９
％
の
損
失
の
縮
小
に
な

る
と
聞
い
て
い
る
。
損
失
縮
小
の
主
な

要
因
に
つ
い
て
伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ

り
、
「
２０
年
度
、
２１
年
度
の
実
績
を
基

に
収
益
の
伸
び
を
見
込
み
つ
つ
、
費
用

に
つ
い
て
は
よ
り
一
層
の
経
費
節
減
に

努
め
、
最
大
限
伸
び
を
抑
え
た
予
算
編

成
と
し
た
。
収
益
的
収
入
に
つ
い
て
は
、

入
院
患
者
数
の
増
、
地
域
医
療
支
援
病

院
の
指
定
な
ど
に
よ
る
入
院
収
益
の
増

や
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
包
括
医
療
）
へ
の
対
応

に
よ
る
科
学
療
法
患
者
の
外
来
へ
の
移

行
、
あ
る
い
は
、
紹
介
患
者
数
の
増
加

な
ど
に
伴
う
外
来
診
療
単
価
の
増
に
よ

る
収
益
増
を
見
込
ん
で
お
り
、
前
年
対

比
４
・
８
％
増
の
１
７
５
億
３
０
３
５

万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
収
益
的
支
出

に
つ
い
て
は
、
７
対
１
看
護
体
制
の
実

現
に
向
け
た
看
護
職
員
の
増
に
よ
る
給

与
費
の
増
、
ま
た
は
業
務
量
の
増
に
伴

う
薬
品
費
や
診
療
材
料
の
増
を
見
込
み

つ
つ
、
委
託
料
、
賃
借
料
、
消
耗
品
費

な
ど
経
費
節
減
に
取
り
組
み
、
２
・
４

％
の
増
に
抑
え
て
い
る
。
今
回
の
医
療

改
定
に
お
い
て
、
急
性
期
病
院
に
対
す

る
評
価
が
考
慮
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

損
失
解
消
に
努
め
た
い
」
と
答
え
た
。
 

◆
水
道
事
業
 

　
「
管
路
耐
震
化
工
事
の
工
事
内
容
を

伺
う
」
と
の
質
疑
が
あ
り
、
「
被
災
時

に
も
優
先
的
に
給
水
す
る
必
要
が
あ
る

救
急
病
院
や
広
域
避
難
所
な
ど
、
重
要

給
水
施
設
２０
カ
所
へ
の
管
路
を
耐
震
継

手
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
に
敷
設
替
え
す

る
も
の
で
あ
る
。
計
画
期
間
は
、
２０
年

度
か
ら
３４
年
度
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、

２２
年
度
は
、
２１
年
度
に
引
き
続
き
市
民

病
院
へ
の
供
給
ル
ー
ト
の
う
ち
、
延
長

１
・
７
　
メ
ー
ト
ル
の
敷
設
替
え
工
事

を
予
定
し
て
い
る
」
と
答
え
た
。
 

キ
 

　
ロ
 

い
ん
 



６ 

平
成
２２
年
度
　
当
初
予
算
の
主
な
事
業 

・男女共同参画基本計画策定業務 

・交通安全施設整備業務 

・防災無線・防災ラジオ整備業務 

・防災備蓄倉庫整備業務 

・消防・救急無線整備業務 

・消防自動車等購入業務 

 

 

・がん等検診業務 

・自殺予防対策業務 

・高齢者福祉施設等建設助成業務 

・高齢者福祉施設等消防設備整備助成業務 

・子ども手当支給業務 

・六ツ美北保育園園舎移転新築業務 

・若松保育園園舎建替業務 

・私立保育園園舎建替補助業務 

・保育サービスの充実 

・地域の中核病院としての機能の充実 

 

 

・こども自然遊びの森整備業務 

・水循環推進業務 

・地球温暖化対策実行計画策定業務 

・家庭用新エネルギー設備等購入費補助業務 

・新一般廃棄物中間処理施設建設事業 

 

 

・中小企業資金融資事業 

・企業誘致業務 

・緊急雇用創出事業 

・湛水被害防止事業 

・林業支援事業 

・ご当地検定実施業務 

１　地域で支えあい安全に暮らせるまちづくり 
　　（市民生活・地域社会の充実） 

２　健やかに安心して暮らせるまちづくり 
　　（保健・医療・福祉の充実） 

３　自然と調和した環境にやさしいまちづくり 
　　（環境共生都市の実現） 

４　賑わいと活力あるまちづくり 
　　（経済の振興） 

予算額  千円 

 

4,200 

 132,640 

 211,112 

 30,486 

 2,100 

 80,200 

 

 

 405,934 

 8,175 

 169,750 

 16,200 

 7,800,000 

 298,164 

 31,837 

 165,480 

 6,068,242 

 631,459 

 

 

  54,648 

 28,475 

 7,455 

    23,800 

　8,454,392 

 

 

 2,661,517 

 271,155 

 285,034 

 23,972 

119,439 

1,603

 

 

・中心市街地活性化推進事業 

・岡崎駅東土地区画整理事業 

・シビックコア地区整備推進事業 

・組合施行土地区画整理助成事業 

・東岡崎駅周辺地区整備推進事業 

・藤川地区整備推進事業 

・交通政策推進事業 

・街路・道路新設改良事業 

・橋りょう新設改良・修繕事業 

・公園整備事業 

・河川・排水路改修事業 

・市営住宅建設事業 

・下水道事業の主な取り組み 

・水道事業の主な取り組み 

 

 

・小学校英語指導補助者派遣業務 

・健全育成推進業務 

・(仮)総合教育センター設立事業 

・英語教育課程研究業務 

・環境科プログラム推進業務 

・小学校整備事業 

・中学校整備事業 

・中学校新設事業 

・(仮)子ども科学館設立事業 

・生涯学習推進計画策定業務 

・旧本多邸復元活用事業 

・新編岡崎市史額田資料編編さん業務 

 

 

・納付機会拡充業務 

５　快適で魅力あるまちづくり 
　　（都市基盤・生活基盤の整備） 

６　未来を拓く人を育むまちづくり 
　　（教育・文化の振興） 

７　将来まで自律した状態が続く都市経営 
　　（自律した都市経営の実践） 

予算額  千円 

 

19,138 

 700,837 

 64,940 

 133,708 

 289,945 

 1,086,553 

 522,421 

 1,060,371 

 522,400 

 308,299 

 2,338,770 

 467,351 

 5,252,787 

 3,833,859 

 

 

 11,827 

 15,614 

 192,891 

 750 

 300 

 888,499 

 146,283 

 4,304,620 

 8,232 

 5,260 

 128,976 

 28,678 

 

 

29,881 

 

○主な事業 



平 
成 
２２ 
年 
度 
当 
初 
予 
算 
以 
外 
の 
議 
案 

平
成
２１
年
度
補
正
予
算
 

３
月
補
正
後
の
予
算
額
 

一般会計　　1,160億6,570万円 
（3月補正額　　 １，０３９万円） 

特別会計　　 824億 402万円 
（3月補正額　　　 　　 ７億 ９８９万円） 

企業会計　　 304億7,073万円 
（3月補正額 ３億９，７６０万円） △ 

△ 

計　　　　　2,289億4,046万円 
（3月補正額　　 　　△１０億９，７１１万円） 

こども自然遊びの森（イメージ図） 

   ◇
職
員
定
数
条
例
 

　
市
民
病
院
の
看
護
体
制
の
充
実
に
伴

い
、
職
員
定
数
の
適
正
化
を
図
る
も
の
。
 

▼
平
成
２２
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
看
護
師
を
４８
人
増
員
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
増
員
に
よ
り
７
対
１

の
看
護
体
制
と
な
る
の
か
伺
う
。
 

答
弁
　
２２
年
４
月
に
お
い
て
か
な
り
の

増
員
を
予
定
し
て
い
る
が
、
ま
だ
不
足

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
２２
年
度
当
初

で
の
移
行
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
 

２２
年
度
内
の
経
験
者
採
用
と
新
卒
者
へ

の
看
護
業
務
の
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
２３
年
度
に
は
、
７
対
１
の
看

護
体
制
に
完
全
に
移
行
で
き
る
よ
う
体

制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
　
 

◇
市
役
所
支
所
及
び
出
張
所
設
置
条
例
 

　
全
市
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

を
総
合
的
に
考
慮
し
、
出
張
所
を
廃
止

す
る
も
の
。
 

▼
平
成
２３
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
出
張
所
廃
止
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス

の
代
替
策
に
つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
代
替
策
に
つ

い
て
は
、
出
張
所
で
行
っ
て
い
る
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
お
お
む
ね
８
割
程

度
に
当
た
る
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
、
税
証
明
な
ど
の
発
行
は
近

隣
の
郵
便
局
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
確
保
で
き
る
め

ど
が
立
っ
た
。
 

◇
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
条
例
 

　
新
設
す
る
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
の
名

称
及
び
位
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
育

成
料
を
滞
納
し
た
者
に
対
し
利
用
の
許

可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
旨
を
加

え
る
も
の
。
 

▼
平
成
２２
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
広
幡
児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
は
市

内
で
初
め
て
学
校
の
空
き
教
室
を
利
用

す
る
形
で
の
設
置
で
あ
る
が
、
ど
う
い

う
教
室
を
使
用
す
る
の
か
伺
う
。
 

答
弁
　
設
置
場
所
は
、
普
通
特
別
教
室

棟
１
階
の
資
料
室
を
利
用
す
る
。
運
営

に
つ
い
て
は
学
校
の
教
室
を
利
用
す
る

た
め
、
昇
降
口
、
入
り
口
、
廊
下
、
ト

イ
レ
、
手
洗
い
場
は
共
用
と
な
る
。
授

業
を
実
施
す
る
際
に
は
つ
い
た
て
等
で

廊
下
を
区
切
る
な
ど
使
用
す
る
学
校
施

設
の
面
的
時
間
的
な
管
理
区
分
、
管
理

責
任
の
所
在
を
明
確
化
す
る
な
ど
注
意
・

配
慮
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

   ◇
こ
ど
も
自
然
遊
び
の
森
条
例
 

　
子
ど
も
が
遊
び
を
通
じ
て
豊
か
な
自

然
と
触
れ
合
い
、
自
然
を
身
近
で
大
切

に
感
じ
る
心
を
育
む
環
境
教
育
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
こ
ど
も

自
然
遊
び
の
森
の
設
置
及
び
管
理
に
関
 

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。
 

▼
平
成
２２
年
１０
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
こ
の
施
設
で
は
具
体
的
に
ど
ん

な
こ
と
を
す
る
の
か
。
ま
た
、
現
地
ま

で
の
交
通
手
段
に
つ
い
て
伺
う
。
 

答
弁
　
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
中
で
遊

び
、
そ
の
体
験
を
通
し
て
自
然
を
身
近

に
大
切
に
感
じ
る
心
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
遊
び
の
き
っ
か
け
づ

く
り
や
安
全
な
遊
び
方
の
助
言
や
指
導

を
行
う
た
め
、
自
然
遊
び
の
指
導
者
と

し
て
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
等
の
配
置
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
交
通
手
段
と
し
て
は
、

現
在
、
く
ら
が
り
渓
谷
行
き
の
バ
ス
が

１
日
５
便
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
利
用

で
き
る
便
が
限
ら
れ
る
た
め
、
自
家
用

車
で
の
利
用
を
考
慮
し
、
駐
車
場
は
自

家
用
車
３７
台
と
大
型
バ
ス
４
台
程
度
を

計
画
し
て
い
る
。
 

   ◇
市
営
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
条
例
 

　
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
競
艇
事

業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
。
 

▼
平
成
２２
年
４
月
１
日
施
行
 

質
疑
　
事
業
を
始
め
て
か
ら
今
年
度
ま

で
、
ど
れ
だ
け
の
収
益
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
形
で
そ
の
収
益
が
使
わ
れ
て
き

た
の
か
伺
う
。
 

答
弁
　
昭
和
３０
年
１０
月
１
日
に
初
め
て

の
岡
崎
市
営
競
艇
を
開
催
し
て
以
来
、

本
年
度
予
定
の
収
益
金
も
含
め
、
２
２

３
億
９
９
０
０
万
円
を
超
え
る
収
益
金

が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
事
務
的
経
費

な
ど
を
差
し
引
い
た
２
１
０
億
３
１
０

０
万
円
程
を
一
般
会
計
へ
繰
り
出
し
て

お
り
、
住
宅
や
学
校
の
建
設
、
土
木
事

業
や
福
祉
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
の
財
源
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
 

 

７ 

○議案の説明と質疑 

条
例
の
制
定
 

条
例
の
廃
止
 

条
例
の
一
部
改
正
 


